 eq \o\ad(電気通信普及財団,　　　　　　　　　　)
［Ｄ］
――― 海外渡航旅費関係 ―――

	平成29年3月

 eq \o\ad(各位,　　　　)
公益財団法人 電気通信普及財団

海外渡航旅費援助について

当財団では、平成29年度の福祉、文化事業援助の一環として、海外の学会等で電気通信に関する研究発表を行う研究者に対し、渡航費等の一部をご援助いたします。
申込は通年で受け付けており、2ヶ月に1回審査しています。
ご希望がありましたら、別添の申込書により、4月、6月、8月、10月、12月、2月、の各１日までに郵送または宅配便でご応募ください。（期日厳守）
発表の内容等を審査のうえ、援助の可否を決定させていただきます。



 eq \o\ad(電気通信普及財団,　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(援助申込書,　　　　　　　　　　)
［Ｄ］
――― 海外渡航旅費関係 ―――

(注)申込書をお書きになる前に、次の要項等を必ずお読みください。

	学術交流事業援助
· 助成・援助について
· 援助金決定後のプロセス
· 助成・援助金給付規程
· 財団について


　申込書の記入にあたっての注意事項等　

1. 援助対象

(1) 対象者

大学、高専及び別に指定する研究機関（研究機関については、財団事務局に確認のこと）の
４０歳以下（平成29年4月1日現在）の研究者であって、所属する機関の長の推薦を受けた方

（注）
・大学院博士前期課程・修士課程の方は対象外とします。

・大学院博士後期課程１年の方の当該年度４月１日締切り分へのお申込みはご遠慮ください。
(2) 対象となる場合

1 ・申込者が中心となって行った電気通信に関する研究について、申込者が海外における学会に出席し発表する場合

・海外における学会においてセッション等の議長若しくはパネリスト或いはプログラム委員会メンバーとして学会に参加する場合

2 ・海外における電気通信に関する国際機関での討議に参加する場合

（注）国際機関での討議に参加とは、国際的利害事項について審議等を行う機関に国の代表者等として出席する場合をいいます。申し込まれる場合は事前にご連絡ください。

(3) 以下の制約等がありますので、ご注意ください。
1 招請者、所属機関或いは他の機関、財団の援助を受ける場合は、当財団の援助を重複して受けることはできません。ただし、招請者又は所属機関からの援助の額が当財団の援助額の30%以下の場合は、この限りではありません。

2 同一人への援助は連続する２年度の間に１回を限度とします。
なお、援助を３回受けられた方は、ご応募をご遠慮ください。ただし、国際機関での討議に参加する場合を除きます。

3 同一の学会への出席に関する申込みは、同一大学の同一学科からは１名とさせていただきます。（大学側で１名にしぼって推薦してください。）
また、大学が異なる場合であっても、同一の研究グループ、研究プロジェクトからの申込みも、１名とさせていただきます。
2. 援助金額
地域別の援助金額は次表の金額を上限とし、学会等の開催地までの往復航空運賃と滞在費等の一部とします。

	 eq \o\ad(地域別,　　　　　)
	援助金額
	（単位；万円）

	欧州
	２９

	北米（東部）

カナダ
	２５

	北米（西部）
	２２

	ハワイ
	１８

	中米
	個別に決定

	南米
	個別に決定

	オーストラリア

ニュージーランド
	２３

	東南アジア
	１９

	中国

（除く香港）
	１７

	香港
	１５

	台湾
	１４

	韓国
	１１

	その他
	個別に決定


3. 申込受付時期
申込は通年で受け付けており、2ヶ月に1回審査しています。
４月、６月、８月、１０月、１２月、２月の各１日まで（郵送または宅配便で必着）に、それぞれ翌月1日から６ヶ月先までに開催される学会への参加について申込みを受け付けます。

4. 添付するもの（各書類はホチキス等で留めないでください）
(1) 学会の場合
【役員等の場合】 ・招待状または申込者が当該学会において果たす役割を証する文書
【研究発表の場合】・招待状または「論文採択通知」の写し
　　　　　　　　 ・審査者の評価
· 採択された論文の写し
(2) 国際機関の場合
・参加依頼文書の写し
· 論文採択通知文書関係の添付は、審査の際に重要なチェックポイントとなりますので、送付前にもう一度、ご確認ください。なお、論文採択通知が未着で予定だけでの応募はご遠慮ください。
· 論文採択通知が、インターネットにより行われる場合は、次の要件を記載したページの写しを添付してください。

1 申込者本人宛であるもの

2 申込者の所属

3 採択通知文

4 申込論文のタイトル

5 発信者名

6 論文採択に際しての審査者の評価
なお、論文採択通知が申込者本人宛でない場合、または、宛名が複数人宛てであり申込者が宛名の筆頭でない場合は、当該研究が申込者が中心となり実施したものであり、当該論文の発表者が本人であることを証明する書類を、必ず、添付してください。

発表論文の第一筆者でない方が申込者となる場合、当該研究が申込者が中心となり実施したものであることを証明する書類を、必ず、添付してください。
審査者の評価は全て添付してください。万一、審査者からの評価がない場合には、その旨を記載した主催者による文書を添付してください。

5. 具体的記入にあたって
(1) 記入にあたっては、日本語で、ワープロまたはパソコンでお書きください。
· 漢字系の氏名の申込者は、「氏名」の下へ英語による標記も併記してください。

· E-mailアドレスと携帯電話番号を必ずお書きください。

(2) 1頁の２「援助希望金額」欄は、前記２の「地域別援助金額」を記入してください。

なお、「援助金額」欄が、「個別に決定」とある場合は、空白としておいてください。

(3) ３頁の「推薦者（所属する機関の長）」欄は、学長、学部長、研究科長（大学院）及びセンター長とし、必ず公印を押印してください。（私印は不可）

(4) ３頁の「渡航費等計画」欄について
本援助は、前の各位あて文書にあるとおり、渡航費等の一部援助です。本欄の記入にあたっては、申込者の今回の渡航費等計画の全額についてお書きください。

· 「航空運賃等」は、航空運賃のほか、国内・国外での移動運賃、空港施設使用料、保険等を含め、

· 「滞在費等」は、ホテル宿泊費、食事代、及びこれらの日数を積算し、

· 「参加費等」は、登録費用、論文誌代（登録費用と別の場合）、懇談会費等について、記入してください。

(5) ４頁の「研究発表タイトル・キーワード・要旨」欄のうち、学会の役員等として参加する場合は、学会全体の内容、組織、申込者の役割、内容等について、具体的にお書きください。
「電気通信との関連性」欄は、発表要旨との関係が分かるよう具体的にお書きください。

(6) ５頁の「申込者の業績・主な発表論文・著書等」欄は、主な業績とともに、研究発表論文のテーマに関する業績をお書きください。
(7) ５頁及び６頁の「他機関への申請状況」欄は、次の点にご留意ください。
· 同一の会議への出席に関し当財団以外に招請者、所属機関或いは他の機関、財団にも援助を申請した場合は、その旨を明記してください。また、当財団以外から援助を受けることとした場合は、必ずご連絡ください。
· 援助金を目的外に使用したり、計画を中止したりした場合には、既に送金した金額を返還して頂きます。
また、支出額が援助金を下回った場合には、残額を返還して頂きます。

6. 個人情報保護に関する事項
(1) 当財団は、この海外渡航旅費援助に関して取得する個人情報を次の目的に利用します。

· 申込書に関する内容の確認・問い合せのため

· 援助選考作業のため

· 援助可否の通知のため

· 援助決定者への連絡及び書類の送付のため

· 援助決定者に関する情報を一般に公開するため

· 問合わせ又は依頼に対する回答のため

 (2) 当財団は、取得した個人情報を上記（1）の作業・業務に必要な範囲に限定して取り扱います。

 (3) 当財団は本件援助が決定した場合、決定者に関する情報を一般公開することがあります。決定者に関する情報は、申込者氏名・所属機関・職位、会議名、開催時期、援助金額です。

 (4) 当財団は、本件援助が決定した場合、決定者に関する情報を財団法人助成団体センターに提供します。提供する決定者に関する情報は、申込者氏名・所属機関・職位、学会又は国際機関名、開催地、開催時期及び援助金額です。

 (5) 個人情報に関する窓口は、次のとおりです。

公益財団法人電気通信普及財団　個人情報窓口

電話：０３−３５８０−３４１４
（この頁を含め上の５枚を除いて、６枚目からお送りください。ホチキスで留めないでください。）

電気通信普及財団

援　助　申　込　書

［Ｄ］
――― 海外渡航旅費関係 ―――

平成    年    月    日

公益財団法人   eq \o\ad(電気通信普及財団,　　　　　　　　　　　)
     理事長  中　山　　進　　殿
	 eq \o\ad(ﾌﾘｶﾞﾅ,　　　　　)
	

	氏名
	
	印

	（英語でも表記）
	

	（西暦　　　年　　　月　　　日生、　　　才）

	所属機関名・学部・職位

	


私は貴財団作成募集要項等記載事項に同意して、下記のとおり貴財団の援助を申し込みます。

記

1. 援助希望内容

(1) 次のいずれかに○をつけ、（　）内に名称を略さずに記入してください。（略称は不可）
発表形態については該当するものを○で囲ってください。その他の場合は（　）内に
具体に記入してください。

	・学　　会（
	
	）での研究発表等

	発表形態：
	　口頭・ポスター・その他（　　　　　　）

	・国際機関（
	
	）での討議に参加


	(2) 開催地・市町村名・州（省・県）・国名
	

	(3) 開催時期
	


2. 援助希望金額
	
	
	万円


連絡先ページ

以下の事項をもれなくご記入願います。
採否通知文書は基本的に現住所宛に送付いたします。転居、長期不在等の予定がある場合には、余白にその旨ご記入願います。機関住所や事務担当者様宛を希望される場合にも、余白にその旨ご記入願います。

申請者本人
	 eq \o\ad(ﾌﾘｶﾞﾅ,　　　　　)
	

	氏名
	

	（英語でも表記）
	

	所属機関名・学部・職位

	

	機関住所
	〒



	TEL
	
	FAX
	

	e-mail
	

	携帯電話番号
	

	現住所
	※採択通知文書を送付いたします

	
	〒



	携帯電話番号
	

	TEL
	
	FAX
	

	e-mail 
	


事務担当

	 eq \o\ad(ﾌﾘｶﾞﾅ,　　　　　)
	

	氏名
	

	所属部署名・職位

	

	TEL
	
	内線
	

	e-mail
	


	平成　　　年　　　月　　　日

貴財団の海外渡航旅費援助申込について、下記の者を適当と認め推薦いたします。
申込者氏名　　　　　　　　　　

推薦者（所属する機関の長）

職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［公印］




	次の文書等を本頁の次に添付してください。

· 学会の場合　・役員等の場合は、招待状または申込者が当該学会において果たす

役割を証する文書

・研究発表の場合は、①招待状または「論文採択通知」の写し
　　　　　　　　　　②審査者の評価（すべて添付すること）
　　　　　　　　　　　審査者の評価がない場合は、その旨を記載した
　　　　　　　　　　　主催者の文書を添付すること
　　　　　　　　　　③採択された論文の写し

· 国際機関の場合　参加依頼文書の写し

	申込者が過去に当財団の援助により海外渡航した場合は、年度・開催地・金額を記入してください。



	


	渡航費等計画
	金額
	万円

	 eq \o\ad(項目,　　　　)
	 eq \o\ad(算出根拠等,　　　　　　　　)
	金額（万円）

	航空運賃等
	
	

	滞在費等
	
	

	参加費等
	
	

	合　　計
	


（注）金額は渡航費等計画の全額についてお書きください。
	研究発表タイトル・キーワード・要旨（学会で研究発表を行う場合）

	・研究発表タイトル

	

	・キーワード

	

	・要旨（日本語）

	


	電気通信との関連性（日本語）

	


申込者の業績、主な発表論文、著書等（学会参加の場合）
	氏名
	ﾌﾘｶﾞﾅ　
	年齢
	所属
	
	職位
	

	
	
	（　　）
	
	
	
	

	学歴
	卒業年次
	学位
	専攻分野

	
	昭・平　
	学士
	

	
	昭・平　
	修士
	

	
	昭・平　
	博士
	

	筆者（掲載順）・タイトル
	 eq \o\ad(発表機関,　　　　　　)（※）
	 eq \o\ad(発表年月,　　　　　　)

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


「発表機関」欄には、著書の場合は発行所名、論文の場合は掲載した雑誌名、巻・号、口頭発表の場合は学会名等を明記してください。

（注）博士後期課程の方は、「職位」欄に「博士後期課程○年」とお書きください。
他機関への申込状況
	 eq \o\ad(機関名,　　　　　　　　)
	申込金額（万円）
	決定予定時期

	
	(TEL　
	)
	
	

	
	(TEL　
	)
	
	


申込者の経歴（国際機関の討議に参加する場合のみ記入）
	氏名
	ﾌﾘｶﾞﾅ　
	年齢
	所属
	
	職位
	

	
	
	（　　）
	
	
	
	

	学歴
	卒業年次
	学位
	専攻分野

	
	昭・平
	学士
	

	
	昭・平
	修士
	

	
	昭・平
	博士
	

	 eq \o\ad(主な職歴,　　　　　)

	


他機関への申請状況
	 eq \o\ad(機関名,　　　　　　　　)
	申請金額（万円）
	決定予定時期

	
	(TEL　
	)
	
	

	
	(TEL　
	)
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